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開 催 日 及 び 場 所 平成２５年９月１１日（水） 本社会議室 

委 員 
田中俊充（弁護士） 矢橋晨吾（大学名誉教授） 西谷隆亘

（大学名誉教授） 角田 茂（学校法人参事） 栗田 誠(大
学院教授) 

審 議 対 象 期 間 平成２５年４月１日～平成２５年６月３０日 
抽出案件 総件数 ５ 件 （備考） 

工

事 

一般競争入札  １ 件  
公募型指名競争入札  ０ 件 
通常指名競争入札  １ 件 
随意契約  ０ 件 

建

設

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト 

公募型プロポーザル・ 
簡易公募型ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ  ０ 件 

公募型指名競争入札・ 
簡易公募型競争入札  ０ 件 

標準プロポーザル  ０ 件 
一般競争入札  １ 件 
通常指名競争入札  １ 件 
随意契約（競争性のある）  ０ 件 
随意契約（特命随意契約）  ０ 件 

補償契約  １ 件 
 
 
 
 
 
 
 
委員からの意見・質問、そ

れに対する回答等 
 
 
 
 

意見・質問 回答 
１．一般競争入札（工事） 

【比奈知ダム登力地区斜面対策工事】 
・平成 23 年度の台風による

災害に対して工事は行った

か。 

・表面が少し崩落したので、

更に崩落が増加するか確認の

ため観測を行いました。結果、

あまり動いていなかったので

すが、翌年の台風で前年度崩

落箇所の上部において変状が

確認されたため、地質調査を

行い、国道への影響を懸念し

て対策工事を行うこととしま

した。 
 

・欠格となった者は同種工事

の施工実績がないのか。他に

あるようであれば差し替え

るというようなことはない

のか。 

・申請された工事が同種工事

と認められなかった場合で

も、差し替えるというような

ことは行いません。特定の業

者に便宜を図っているという

ような誤解を招くこともある

というように考えておりま

す。 
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２．通常指名競争入札（工事） 
【早明浦ダム貯水池堆積土掘削等工事】 

・早明浦ダムができてから大

分たっていると思うが、今

回のような工事は何年ぐら

い経過した堆砂ということ

になるのか。以前にも掘削

したことがあるのか。 

・昭和50年に管理移行してか 

ら何回か掘削はしておりま 
す。貯水池全体にかなり貯ま 
っている状態であり、毎年少 
しでもいいからやっていきた 
いと思っていますが、掘った 
土砂を置く場所が確保できな 
いことから、思うように掘削 
ができない状態です。 
 

・業者の選定にあたり、工事

成績が一番高いにもかかわ

らず、総合点数が低い場合が

ある。これらはどういう関係

になっているのか。また、今

回のように１つの工事で２

種類の工種を発注するメリ

ットはあるのか。 
 

・総合点数というものは、業

者の経営規模や経営状況、技

術力等々の項目により出した

点数であり、工事成績が高い

から総合点数が高くなるとは

限らないものです。２つめの

質問ですが、どちらも土木一

式工事であるということと、

貯水池内の工事であること、

また、維持管理工事はロット

が小さいことから、１つにま

とめた方がスケールメリット

があることや、発注の手間が

少なくなって良いと考えまし

た。 

３．一般競争入札（建設コンサルタント業務等） 
【地下水調査等業務】 

・この業務は沢水流量と地下

水位の変動との関係を調べ

るのか。場所は違うのか。 

・場所が違います。ボーリン 
グの地下水調査は45カ所、沢 
水の流量等は77カ所です。将 
来トンネルを掘ったら沢水や 
使用井戸の水位が下がる可能 
性も懸念されることから、建 
設前の何もしない前の状況を 
きちんとつかんでおきましょ 
うということのための事前調 
査です。 
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・調査は、当然基準面という

ものをつくって、それを基

準に水位の上下を計るとい

うことか。 

・地質調査をしたときに、最

初のボーリング工でどこに水

位があったかというのはすご

く大事なところです。その基

準に対して継続的に調査をし

て、雨と関連があるかないか、

自然の変化と関連があるかな

いか、人のなりわいと関連が

あるかないか、そういったも

のをきちんと捉えられるよう

な状況において、このモニタ

リングをやっているところで

す。 
 

４．通常指名競争入札（建設コンサルタント業務等） 
【味噌川ダム流量観測業務】 

・流量観測業務とダム操作は 

どういう関係があるのか。 
・ダムの放流量自体はダムの

バルブの開度等で確定してお

りますが、実際に下流にどの

くらい流れているかというこ

とを把握する意味で流量観測

を行っています。また、洪水

調節の時にダムの下流地点で

の洪水低減効果を把握するた

めに行う場合もあります。 

・業者選定にあたり、測量士 
を 3 名以上雇用しているこ 
とを条件としているが、会社 
全体での雇用人数でよいの 
か。 

・会社全体での雇用人数であ

る。 

５．補償契約 
【東宮原２号分水工に関する補償契約】 

・補償の手続はよく分かった

が、これは工事箇所周辺で８

件なのか。事前調査８件のう

ち、申し入れがあったのがこ

の方だけということか。 
 

・この方だけではなく、補償

契約をしたのは全部で４件

です。そのうち、今回抽出さ

れたのがこの方ということ

です。 

・損失補償の発注の写真はな

いのか。 
 

・事業損失補償の場合は、金 

銭補償になることから、補償 

金を支払って終わりという 

ことになります。 
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・事前調査の業者と事後調査

の業者は違う業者がやって

いるが、同じ業者のほうが比

較しやすく、事前調査の知識

もあるのでいいと思うが、一

般的には分けるのが常識な

のか。 
 

・契約の制度上、随意契約の

理由として、事前調査を行っ

たから事後調査も同じ業者で

行うというのは、随意契約の

理由としては成り立たないと

考えます。 
 

委員会による意見の具申 
又は勧告の内容 
 

・なし ・なし 

○問い合わせ先 
埼玉県さいたま市中央区新都心１１番地２ 
  ランド・アクシス・タワー内    電話 ０４８－６００－６５００ 
水資源機構入札等監視委員会事務局 

財務部契約課長      相良 秀樹（内線 2251） 
技術管理室技術調査課長  益山 高幸（内線 4631） 
用地管財部補償業務課長  杉浦 正人     （内線 2331） 


